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PCSプログラムとは

平成16年４月 開設

授業は全て英語。

少人数制、紛争地域を含む多国籍による

学生構成。

（19名、17カ国、博士後期含む。2008年度）

卒業生は現場での平和構築、紛争

 予防のミッションを執り行なう、必要

 充分な理論能力、実践経験を積み、

 プロフェッショナルな人材として、政

 府、研究機関、NGO,NPOで活躍し

 ていく。

期待される成果

平和構築における、知識と実践スキル
の育成をセミナーやインターンシップに
よって培う。

平和紛争学のカリキュラムおよび教育
手法の発展をめざす。

学生中心による授業、

様々なバックグランド、文化を土台にし
た考えを共用。

PCS 教育目的



留学生、とくに紛争国から

現在までに在籍した総学生数44人
多様な留学生の受入（出身国数：30ヶ国）

国費留学生9人
JICA長期研修生10人を含む
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スーダン２

シリア１

インドネシア２
東ティモール１
フィリピン１

イギリス１
アイルランド１
ポルトガル１

USA ４

日本１

エジプト１
チュニジア１

ウズベキスタン１
キルギス２

韓国２

ネパール３
バングラデシュ２

スリランカ２

アフガニス

 
タン２
イラク１

アルゼンチン１オーストラリア１

タイ２
ミャンマー１
ベトナム１
カンボジア１

クロアチア１ グルジア１

ナイジェリア２

2008年4月1日現在

コロンビア１



教育手法の工夫
 海外・国内諸機関との連携
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オーストラリア

 
国立大学

JICA
ICU 

アジア経済研究所

 
国連大学

ガジャマダ大学

 
（インドネシア）

ペラデニヤ大

 
学（スリランカ）

パニャサストラ大

 
学（カンボジア）

カブール大学（アフ

 
ガニスタン）ジュネーブ大学

 
（スイス）

コーネル大学

 
（USA)

リーズ大学（イ

 
ギリス）



教育課程
 

PCS演習Ⅰ ・

 
Ⅱ ・

 
Ⅲ ・ Ⅳを中心にした

 体系的なカリキュラム。使用言語は英語

平和構築・紛争解決
概論、社会科学基礎理論

ケース別紛争研究、
平和構築シミュレーション

インターンシップ
フィールド調査指導

２年

 ２学期

２年

 １学期

１年

 ２学期

１年

 １学期

修士論文執筆
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演習

 
Ⅰ

演習

 
Ⅱ

演習

 
Ⅲ

演習

 
Ⅳ

専攻専門科目（必修）

 
PCS演習Ⅰ、Ⅱ

 

８単位

 
専門特殊研究（必修）

 
PCS演習Ⅲ、Ⅳ

 

４単位

 
専攻関連科目（選択必修）

 
PCS研究方法論

 
国際法・国際協力

 
平和研究

 
平和構築

 
危機管理

 
中東地域の平和と戦争

 
アメリカ地域の平和と戦争

 
日本と東北アジアの平和

 
と戦争

 

などから18単位

複数教員による

 
チームティーチング

各授業は２コマ連続３時間



演習Ｉ（1年１学期）

平和構築・紛争解決概論
社会科学基礎理論

演習ＩＩ（1年２学期）

ケース別紛争研究
平和構築シミュレーション

演習ＩＩＩ（２年１学期）
インターンシップ

フィールド調査指導

演習ＩＶ（2年２学期）

修士論文執筆

本プログラムのカリキュラム

ODAODA大国であることを大国であることを

活かした活かした
開発援助を活用する開発援助を活用する

紛争予防手法紛争予防手法
予防開発論

平和国家イメージを活かした平和国家イメージを活かした
対話・啓蒙重視の対話・啓蒙重視の

中立的平和介入手法中立的平和介入手法

平和構築行動論
高度コミュニケーション論

戦略的広報論

国外スタディ国外スタディ
・ツアー・ツアー

インドネシア、東チモール
スリランカ、韓国、
カンボジアなど

国内スタディ国内スタディ
・ツアー・ツアー

沖縄、広島・長崎

今後の発展：日本独自のＰＣＳ教育の拡充

今後、強化する分野 実地体験の強化



グローバルキャンパス
 プログラム

 インターネットを使って海外提携校との同時授業

リアルタイムでの各
国教授によるレク

チャー。

様々な文化背景、
バックグランドを持つ
学生同士が、活発な
意見交流を行なう。
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参加校（平成19年度）

・ガジャマダ大学

 
（インドネシア）

・パニャサストラ大学

 
（カンボジア）

・ペラデニア大学

 
（スリランカ）

各国の学生が、自分の大学で、国際的なクラスを実現。



実践力の養成（１）
 国内･海外スタディーツアー

沖縄：修士１年生
・ひめゆり平和祈念資料館

・ぬちどぅ宝の家

・アハシャガマ

・沖縄平和祈念公園

・沖縄キリスト教学院大学

韓国：修士２年生
・慶熙大学

 

平和学大学院

・戦争記念館

・延世大学

・安保観光ツアー

・地雷埋め立て地

5

平成１９年度実施例

現場からの平和学習を重視。現地の人々との交流。紛争跡地の訪問。



実践力の養成（２）
 インターンシップ、

 フィールド調査の重視

アナクレタ・フェル
ナンデス
東ティモール出身、
平成18年入学

修士論文テーマ：
東ティモールにお
ける包括的和解
の可能性

6

映像：2007年7月1日NHK総合6時
 

海外ニュース特集にて放映

例：東ティモールで

 のフィールド調査



国際シンポジウム
 国内･海外

 
学術交流、

ネットワーク拡大の重視

9カ国から19名の専
門家を招き、 300名
を超える参加者と共
に理論・実践の両
面から討議。

3つのセッションに

分かれての講演と
意見討論会。
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「－平和の新時代へ向けて－平和構築と紛争予防の新たなアプローチを探る」

2008年1月25日&26日
 

東京ファッションタウンビル研修室にて

本プログラムの

社会的貢献を拡充。



PCSプログラム
 

お問い合わせ

東京外国語大学 平和構築 紛争予防 講座

代表：伊勢崎

 
賢治

グローバルキャンパス

 
ディレクター：今井

 
千尋

教育GP 研究員／プロジェクトディレクター

 
：小峯

 
茂嗣

183-8534 東京都府中市朝日町3-11-1
Phone&Fax:042-330-5472
Email:pcs@tufs.ac.jp
http://www.tufs.ac.jp/common/pg/pcs/index.html

/common/pg/pcs/index.html
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